
1.在 校 生徒対応

東 日本大震災時系列まとめ

平成23年4月

災害対策本部







Ⅱ.生 徒被 災状況(平 成23年3月24日 現在)(個 人情報のため、氏名 は公表せず)

1家 族 ・同居人の安否確認(保 護者 ・家族が行方不明 ・死亡の場 合)

2.現 在の住所が自宅以外の生徒の人数(学 年集計)



3.家 屋 に被害の あった生徒人数(学 年集計)

Ⅲ.今 後の通学手段(特 にJRに 関 して)(学 年集計)

※運転再開予定 東北本線(仙 台～岩切)3月 中運転再開予定

東北本線(岩 沼～仙台)(岩 切～利府)4月 上旬運転再開予定

仙山線(仙 台～愛子 ・山寺～山形)4月 上旬運転再開予定

仙石線(青 葉通 り駅～小鶴新 田)3月28日 運転再開

東北新幹線4月 中運転再開予定

◎乗降駅が上記の区間外の生徒人数(乗 降駅に関しては生徒記録を参考にしてください)

※高3は 調査せず

Ⅳ.そ の他(保 護者の要望など特記すべき事項)



Ⅴ平成22年 度行事予定の変更(平 成23年3月22日 決定)

①中学校卒業式の中止

②高校入試 合格手続き日程変更

③中学校 ・高校 オリエンテーション日程変更

Ⅵ平成23年 度行事予定の変更

①学習 オ リエ ンテー シ ョンの中止

②始業式 ・入学式 の延期

③登校 日の設定

④ 中1キ ャンプ(5月 実施)の 中止

⑤臨 時休業(16日)の 補填 のため、 1学 期 の土曜 日は授業。8月17日2学 期始業式 とす る。

Ⅶ生徒 ・保護者支援

①石巻方面 の生徒 の通学手段 の確保

4月11日 調査(生 徒36名)

石巻駅前⇔河南IC⇔ 矢本IC⇔ 鳴瀬 奥松 島IC⇔ 学校

運行期 間4月27日(水)～6月30日(木)予 定

回数券方式

1往 復準備

②教科書 ・副教材 ・体育着 ・学生服 ・文房 具な どの手配 ・配布

③被 災 した生徒へ の経 済的支援(東 日本大震災の被災 に伴 う緊急給付奨学金)(保 護者死亡 ・家屋の全

半壊 ・流失 ・失職 ・原発事故による避難指示等)

④カ ウンセ リングの実施

⑤本 田恵子先生 講演会 演題 『災害後の心のケア ～子 どもたちのSOSへ の理解 と対応 ～』

(本校保護者 ・東北学院教職員 ・近隣小 中学校保護者対象)

Ⅷ.教 職員被 災状況 ・支援内容

(1)① 家屋の全壊1名 ②家屋 の半壊1名

(2)支 援内容 見舞金

③床上浸水1名 ④ 自宅マ ンシ ョン撤去指示2名

Ⅸ.問 題 点

(1)食 糧 ・水 ・毛布 ・医薬 品な どの備 蓄が十分 にで きてい なかった。

(2)危 機 管理マ ニュアル が徹底 され なかった。

(3)待 機 生徒 が 自転車 ・徒歩 で帰 宅す る際、保護者 との連絡が取れた 旨自己申告を させ て帰宅 させ た

が、実際は保護者 と連絡 を取 らず に申告 して帰宅 した生徒 がいた。数 日間、生徒 の居場所 が把握

で きない状況 にな った。

(4)待 機 生徒を保護者以外 の方に引 き渡す 際、引き取 り先 の方の氏名 ・連絡先 な ど用紙に記入 して頂

いたが、教職 員の対応 が徹 底 していなかったがために、保護者 が迎 えに来た時 に生徒が学校 にい

ない状況があ り、引 き受 け先 も分か らず 問題 が生 じた。以降、 引き取 りに来 られた方の氏名等 、

確実 に文書に して保 管 を徹 底 した。



Ⅹ.施 設被災状況 と復 旧状況

鐘楼　 礼拝堂天井 ダク ト脱落　 天井裏鉄骨 ボル ト破損　 体育館倉庫水漏れ

体育館温水器配管 よ り水漏 れ　 体育館入 ロ ドア　 ー部隆起 によ り開閉不能　 管理棟エレへ㌧ター停止

管理棟1階 用務員室前床ひび割れ　 野球場ネ ッ ト破損　 野球場ネ ッ ト上部横支柱落下

雨天練習場地割れ ・地盤 沈下　 ラグ ビー ポール ぐらつ き　 テニスコート脇グランド門監視 カメラ停止

防火 シャ ッター降下　 除害設備処理機器 ヒーター故障　 正面 玄関 ドア故 障

外構地盤沈 下 ・隆起 ・地割れ な ど　 中庭 地盤沈下 ・隆起 ・地割れ な ど

サッカーグランド防球ネ ッ トのクロスワイヤー緩み　 テニスコート出入 りロ ドアの不具合　 建物周 り

寄宿舎外周 りの舗装 陥没　 各EPS箇 所　 1階 北校舎 と体育館 の連 絡通 路床 陥没

各空調設備 の不具合　 南 門 よ り来 客用駐 車場アスファルト舗装路 の地盤 沈下
・・・・・ 外構 ・鐘楼 ・中庭 を除き、修復 完了

※支援物資一覧(別 紙)




